
                           

                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

≪子どもの体のおはなし≫ 

 小さな子どもの体について、１～３歳頃に知っておきたいことやケアの方法について今回は爪につ

いてご紹介したいと思います。 

＊＊＊爪のおはなし＊＊＊ 

Ｑ 「衛生的に短く切って」・・・って、どのくらい？？？ 

Ａ 上から見て指先が見えない長さでスクエアカットに！ 

 

 

爪はハードケラチンという細胞でできていて、指先の皮膚(皮下組織)や骨を保護するためにあるもの

です。伸ばしすぎると怪我などの原因になりますがきりすぎると皮膚を保護できません。上から見た

時に、指の皮膚が見えるようでは切りすぎです。皮膚の先までカバーできる長さを残して切ってあげ

てください。 

爪を切りすぎると指先にかかる外圧によって皮膚と骨が盛り上がってきて爪が前に伸びていけなく

なります。特に子どもの爪は柔らかいため、体重を支える足の親指ではこの状態がひどくなり、巻き

爪や陥入爪の原因になります。そのまま大人になると、分厚く短い爪が指の肉の中に埋まったような

状態になり、爪の水虫と間違われることもあります。子どものうちなら、テーピングで矯正すること

で改善する可能性もあります。剥がれたり、生えてこない等、怪我をしてしまう事で不安になること

もあると思います。そんな時は皮膚科や小児科、形成外科などに相談してみてください。 

クローバーだより     

 《子育て相談》 

 自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、 

こんな時どうしたらいいのと思われた時にお話にいらっしゃいませんか？ 

保育経験者がお話しさせていただきます。お電話で予約していただき、 

ご都合の良い日を決めさせていただきます。       

   TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  
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爪と指先の傷 

 『陥入
かんにゅう

爪
そう

』は、切りすぎた爪の端が皮膚

組織に食い込んで炎症を起こすもので、赤

く腫れてひどく痛みます。また指先の小さ

な傷や、さかむけなどにばい菌が入り、赤

く化膿する「ひょうそ（瘭疽）」も子ども

によく見られます。指先にできるウイルス

性のいぼ「じんじょうせいゆうぜい（尋常

性疣贅）」が爪の脇にできることもあり、

治るのに時間がかかります。 

爪が薄かったり凸凹になるのは栄養不足？ 

 

 薄さや厚さは個人差があり薄くても異常ではあり

ません。ハードケラチンは年齢を重ねるごとに厚く

なりしっかりしてきます。爪を強くする栄養素は特

になく、骨ではないのでカルシウムも爪の健康に直

結はしていません。爪に横線ができる、凸凹する、

途中で割れるなど１、２本の異変は爪を噛んだりぶ

つける、はさむなどの外傷によるものですが、全部

の指で起こるようなら小児科を受診してみましょ

う。また手足口病、インフルエンザなどで高熱を出

した後に凸凹の爪が生えることもあります。発熱に

より爪の根元にも炎症が起こったせいでしばらくす

れば元のきれいな爪が生えてきます。 
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